
夏は暑いものと分かっていても、「暑い！」と思わず口に出してしまうのは私だけでしょうか？今年の夏も
地球温暖化を真剣に心配してしまう暑い夏になりました。「あつい」といえば、郵政民営化法案が参議院で
否決され、衆議院が解散・総選挙となりました。このﾆｭｰｽが届くころには、熱い選挙戦が繰り広げられて
いると思います。さて今回のお話ですが、まだこのﾆｭｰｽで1度も取り上げていなかった、走行用ﾌﾞﾚｰｷの
構造についてお話ししたいと思います。
VOL.63 走行用ﾌﾞﾚｰｷの話
ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏むと車は止まりますが、なぜ止まるか？物理学上、回転運動しているﾃﾞｨｽｸ・ﾌﾞﾚｰｷﾄﾞﾗﾑに
摩擦を与えることで、運動ｴﾈﾙｷﾞｰを熱ｴﾈﾙｷﾞｰに変換し、大気中に発散することで車の運動ｴﾈﾙｷﾞｰを
奪い、車は止まります。なんだか難しくなりましたが、多くのﾌﾞﾚｰｷの基本原理はこれです。
1.ﾌﾞﾚｰｷの種類
現在の多くの車に使用されているﾌﾞﾚｰｷの種類は大きく分けて2種類です。
ﾎｲｰﾙに取付られた、ﾃﾞｨｽｸを左右からﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｯﾄﾞを押しつけて止める左の図のﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷとﾌﾞﾚｰｷﾄﾞﾗﾑ
を内部からﾌﾞﾚｰｷｼｭｰを押しつけて(内部拡張式)止める右の図のﾄﾞﾗﾑﾌﾞﾚｰｷです。

下の写真はﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝに使われているﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷとﾄﾞﾗﾑﾌﾞﾚｰｷです。
2.各ﾌﾞﾚｰｷの特長
ﾌﾞﾚｰｷの構造上
変換された熱ｴﾈﾙｷﾞｰ
を発散することは、
重要なﾎﾟｲﾝﾄです。
ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷは、
ﾃﾞｨｽｸ自体が大気中
に露出しているため
熱を発散しやすい
構造になっています。
一方ﾄﾞﾗﾑﾌﾞﾚｰｷは
摩擦面がﾄﾞﾗﾑ内部にあるため熱がこもりやすく、ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷに比べﾌｪｰﾄﾞ現象が起きやすい構造になって
います。 ( ﾌｪｰﾄﾞ現象: 連続したﾌﾞﾚｰｷﾝｸﾞなどにより摩擦面に熱変化が起き、摩擦力が低下する現象 )
ﾄﾞﾗﾑﾌﾞﾚｰｷの利点はﾜｲﾔｰなどによる機械的な作動をする、ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷに利用しやすいことがあります。
またﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷのﾊﾟｯﾄﾞに比べ広い面積でﾄﾞﾗﾑを摩擦させることや回転方向に押し広がるﾌﾞﾚｰｷｼｭｰ側
には、自らﾄﾞﾗﾑに張り付いていく自己倍力効果が発生するなどの利点があります。
ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝの走行ﾌﾞﾚｰｷにはﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷが使用され、ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷにはﾄﾞﾗﾑﾌﾞﾚｰｷが使用されています。
ｶｰｺﾞｸﾚｰﾝ(ﾕﾆｯｸ車)や高所作業車の走行ﾌﾞﾚｰｷは、ﾌﾛﾝﾄがﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷでﾘﾔがﾄﾞﾗﾑﾌﾞﾚｰｷを使用している
ものが主流となりつつあります。
3.注意事項
ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ、ﾄﾞﾗﾑﾌﾞﾚｰｷともﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｯﾄﾞ、ﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗には注意が必要です。特にﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝの
ﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｯﾄﾞの摩耗は症状が分かりずらいので、日常の点検は必ず行ってください。またﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｯﾄﾞ残量
点検を行った際、著しく１輪だけ摩耗している場合は、ﾌﾞﾚｰｷが引きずっていることが考えられますので、
国際ｻｰﾋﾞｽにご相談ください。ﾌﾞﾚｰｷ回りのﾒﾝﾃﾅﾝｽでもう1つ重要なﾎﾟｲﾝﾄは、ﾌﾞﾚｰｷｵｲﾙの定期交換です。
このﾆｭｰｽのVOL.61でもご紹介しましたが、劣化したﾌﾞﾚｰｷｵｲﾙはﾍﾞｰﾊﾟｰﾛｯｸ現象を起こしやすくなります。
(ﾍﾞｰﾊﾟｰﾛｯｸ現象: ﾌﾞﾚｰｷｵｲﾙに吸収された水分が熱により気化し、ﾌﾞﾚｰｷを踏んでも気体が圧縮されﾌﾞﾚｰｷ
が効かなくなる現象) この夏、国際ｻｰﾋﾞｽにもﾍﾞｰﾊﾟｰﾛｯｸ現象が原因で「ﾌﾞﾚｰｷを踏んでも効かない！」
という修理依頼が数件ありましたので、ﾌﾞﾚｰｷｵｲﾙの定期交換はお忘れなく！！

ご不明な点、分からない事等ありましたら是非ご相談ください。
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